
第２回委員会水質 WG（2002.10.19 開催）結果報告 2002.10.23 庶務発信 

開催日時：２００２年１０月１９日（土）１４：００～１７：００ 
場  所：ａｘビル４階 アクスネッツ  
参加者数：委員５名 河川管理者９名 

１ 検討内容および決定事項 

①水質ＷＧのとりまとめについて 
・宗宮リーダーによるとりまとめ（案）を元に意見交換が行われ、表現や構成等の見直しを行っ
た。 

・本日の議論を踏まえて宗宮リーダー案を修正し、週明けにＷＧメンバー全員に照会。メンバー
からの意見を踏まえ、10/24 の最終提言作業部会の資料とする。 

 
②委員会最終提言について 
・水質に関連する 3章（環境部分）について、宗宮リーダー案および今本委員（最終提言作業部
会リーダー）案を元に意見交換が行われ、修正案を最終提言作業部会に提案することとなった。 

・4章（水質部分）については、水質ＷＧとりまとめの内容を盛り込むように最終提言作業部会
に提案する。 

 
③河川管理者による情報提供 
河川管理者（水資源開発公団）より、室生ダムにおける水質調査結果について、新聞記事を含

めた資料提供があり、今夏の室生ダムでのアオコ発生問題について説明が行われた。 
 
④主な意見交換の内容 
・水質の保全には、生態系の保全も関わってくる。両者は切り離せない関係にある。 
・圃場整備など、水質に大きく関わる土地利用についても言及してほしい。 
・地域で水質を考えるには水質にまつわる情報交流が大事。交流の方法としては、統合的流域水
質管理所といったハードを作るより、住民やＮＰＯを巻き込む仕組みなどソフトを作るほうが
望ましいのでは。 

・総負荷量規制は難しい。「総負荷量管理」に向けて様々な調査・研究を行うということであろ
う。 

・国土交通省、環境省、農林水産省それぞれが持っているデータおよびＮＰＯ・ＮＧＯ等の細か
い調査データを連携させれば、地域で水質を考えるのに役立つと思う。 

・河川法が改正された今、「河川管理者は河川環境を管理すべき」ということが第一歩であるこ
とを明記する必要がある。 

・河川に一番身近な住民に水質のデータ収集を委託してはどうか。住民が水質をチェックするこ
とで、水質を良くしようという住民の意識向上につながるのではないか。 

  ・住民が主体となる「目で見る」モニタリングが必要だ。 
  ・物理環境および生態環境という表記では水質は含まれないのではないか。 

以上 

※このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務か

ら発信させて頂くものです。詳しい内容については結果概要をご覧ください。 


